
『県 1部 リーグに昇格して』

||、1小||1巧〔サッカー部 小ば,1夫浩

我がサッカー部は2()()7イiを度に 1開!後帰を労tたし、ルこれ:、ら1内地|なからの唯 ^

の 1部所属チームです,張 り返ってみますと94(|:度に'I:2部リーグケト陥,そ の

勢いのまま、公Jt ll・で■優勝→関,〔社会人人公に||1場した思い出があります.トー

ナメントl「lW文で現治:のJFI″の横,1寸武,歳軍子FCと 対職し、 1-2と スコア上はキ

戦しましたが、ほとんどボールホゼッションすることが出来ずに、関束リーグの

チームとの達いを身をもって千卜巧允することが||1米ました.

確か、この時期は「有洲クラブが 1問!リーグに所属しており、 司 じ小|四原協会の

チームとして我々の身近な11傑であったことは !fりてです.

その後、4年 間ほどは2部 の中llr T【!度の成績でチームの十気低下が顕者な時期

でした。
H4然
、小|11原リーグでも満足な成績が残せていません.

しかし、99年 度に 『tl規メンバーカ11人Jと 『
′、T備戦術児1ドこしJが ,」

lK果として

あらわれ、8勝 2分 で 2部 優勝を郎‖り、悲願の 1用!ケ1格が明せたせました。

→14時、守備のベースは情架できていたので、1部でも中位科度の成績は残せると、

兄債もっていましたが、実際は毎試合厳しいゲームの連続でなかなか勝ち点を得

ることが出来ませんでしたⅢ毎イ||、降陥のボーダーライン 11でハラハラ、ドキドキ.

いつになく勝ち点 1の FTlみを感じていたWlH寺です.し かし、残念なことに4年 四

に2部 降格となリリーグの厳しさを経険しました

この経験から、チームづくりのベースは 『1部残留Jで はなく 『11位定着』と

し、練習環境の変更、スカウティングも慌M的 に展開しメンバーの世代交代も実

施.新 生日立小田原がスタートしましたJ

やはり、現れtのチームのレベルは 1部 11位定活するのには足りない部分があり

ますが、それを締うために、毎週多くのメンバーがキ束辞に取りな|とんでいます.

これからも、厳しさの中にもサッカーの原点である 『楽しさ』を忘れずにlJ棟

に向かい取リネRんで行きたいと考えます.
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